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チェルノービリ事故および福島事故由来の大気中 Cs-137 濃度について, 長期的な観測データ 8 セットを両対

数プロットした結果, 濃度はほぼ時間のベキ乗で減衰していた. ベキ指数は両事故においておよそ一致した.  
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1. 緒言 

1986 年のチェルノブイリ事故の大気中 Cs-137 濃度は, 事故以降, ロシア人研究者らにより 30 年以上の定

点観測が続けられている[1]. 一方, 福島事故においても日本の複数のチームにより福島県内およびその近郊

で同様に計測が続けられている[2][3]. 本研究ではチェルノブイリ近郊 5 カ所(Pripyat, Chernobyl, Baryshevka, 

Kiev, Polesskoe), 福島 3 カ所(発電所近郊 O-6, O-7, 福島大学構内), 合計 8 地点の時系列に関して比較を行う.  

 

2. 結果 

結果を下図に示す. 縦軸のマグニチュードは, 各計測地点における初期沈着量に依存すると仮定し, 縦軸

の規格化を行った. 規格化により 8 地点の全計測データは, 一本の直線と比較可能となる. その結果, 誤差は

大きいものの長期的な減衰の挙動はチェルノービリと福島で類似していることが明らかになった. どちらの

事故でも, Cs-137 濃度の減少のしかたは t (事故からの経過日数) のべき乗関数(図中の黒い直線)に大まかに支

配されているように見える. 全 8 ケースの平均では t-1.33となった.  

著者らは以前, 定地点における長期的な大気中濃度 C(t)

の減衰は下記の関数で減衰するとのモデルを提案してい

る[4]. 

C(t) ≒ A  e-λt  t -4/3       (1) 

ここで A は計測場所への Cs-137 の初期沈着量に比例する

値, λは実効的な減衰定数（放射性崩壊の崩壊定数および

周囲環境による全ての減衰定数の合算）である. 式(1)に現

れる t -4/3の指数-4/3 はおよそ-1.33 であり, 本研究で得られ

た指数と近い結果となった. 
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4.3 マグニチュード補正8地点合成デー
タ

図 17: 8地点の観測データ (マグニチュード補正
後、全期間)

図 18: 8地点観測データ (マグニチュード補正後,

1000日後以降)

5 考察
前節の結果のように,チェルノブイリ大気および
福島大気中 Cs-137濃度が時間のべき乗 t−1.33 で
減衰することが推察されるので、この結果に関連
する他の研究について考察する。
羽田野らは 1997年、チェルノブイリ事故由来
の大気中核種について大気の移流をもとに以下の

ような長期予測式を得た。
C(t) = At−4/3e−λt (1)

ここでAは初期に地表に沈着した核種の量に比例
する値、λは放射性崩壊を含むあらゆる１次過程
の減衰定数であり、Aも λも実測値のフィットから
求める。ここで１次過程というのは dy/dt = −λy

(ただし y = y(t), y(0) = y0)の形の簡単な常微分方程式のことを意味する。この式により、放射性
崩壊定数 λdecay,降雨流水により地表から消えていく速度定数 λrunoff , 地表に張り付いて動かなくなる化学反応速度定数 (1次反応とする)λimmobil, 植物が大気中 Cs-137を取り込む速度定数 (1次反応
とする)λveg 等はすべて実効的な速度定数 λeff で書き換えることができる。なお近年、木名瀬ら [4],

五十嵐ら [5]、北ら [6]はバイオエアロゾルによる
Cs-137の大気への再放出があることを示した。こ
れらの論文ではキノコなど菌類から放出される胞
子中に Cs-137が含まれていることが実験的に示
されており、従ってバイオエアロゾルが大気への
Cs-137のソースとなることが明らかになった。も
しこの過程が１次反応で表せると仮定でき、その
速度定数を仮に λbioと書くとすると、λvegの値から λbioの値を差し引くことにより、植物由来の実効的な速度定数を表すことができると思われる。
以上をまとめると、すべての 1次反応による速度
定数は、正味の速度定数 λeff によって表すことができる。
λeff = λdecay+λrunoff +λimmobil+λveg+ .... (2)

簡単のため、以降は λeff を単に λと書く。
式 (1)は以下のようにして求められる [7]。まず、
観測から確かめられていることは、環境中に放出
された Cs-137の大半は地表あるいは地中にあり、
地表からの再浮遊により Cs-137は大気中に入る
と仮定する。1次反応がある移流方程式は次のよ
うになり、この式を近似を入れて解くことにより
式 (1)が得られる。

∂C

∂t
+

∑

i=1,2

vi
∂C

∂xi
+ λC = δ(t)δ(x1)δ(x2) (3)

v1, v2はそれぞれ水平方向の再浮遊に関わる実効風速、右辺のデルタ関数は時刻 t = 0に原点で一度に
放出があったことを示す。この式は２次元である
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